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On the Properties of the Snow-melt Runo百
。fRivers in Hokkaido 
Takao Sakai and Satoshi Toma 
Abstract 
This paper presents lhe result of investigation on the properties ()f the snow-melt runoff of 
rivers in Hokkaido. 
Six rivers were chosen to represent respectively each of divided regions of Hokkaido from 
a hyアdro-meteo如何ic'alpoin!， -of view， and the' properties of the snow叩 ltrunoff have been 
studied under available data 01 the recent thirteen year's period 
1. 緒言
河川の融雪出水の特性を把握することは， ft水 i:からもまた利水上からも大切なことであ
る。融雪流出の解析については，、従来色々な研究が行なわれており， "著者らのー人である境に
よっても， Degree hourによる方法1)がすでに提唱されている。しかし河出の地域的な融雪出
水の特性に関する研究は，これまでにまだ少ないの 〆
本研究においては，北海道の河川を対象として，その融雪出水み特性を検討することと
しfこ。
河川の融雪1¥水の特性を支配する:tな要素としては， 1)流域の特性， 2)気象特性の 2つ
が挙げられる。 1)の流域の特性は，さらにこれを分ければ，その地方全体としての地域的特性
と，その流域だけの間有な特性とに分けられよう。まための気象特性は，その流域における永
年的な気候特性と，各年ごとの気象特性とに分けられる。本研究においては，これらの色々な
1t1Iから考察を進めることにした。
次に，ひとつの河川においては，流出を把握する測水所の位置によっても，流況は当然あ
る程度の差異がある。本研究においては，道内河川iの融雪出水の特性を大局的に把握すること
を主限とする見地から，測水所の位置はなるべくその水系全体を把握できるように下流寄りの
主要なものを選ぶことにした。
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Il. 北海道の各気候区の代表河川とその流域特性
北海道の全rKをどのように分けるかとし、うことは，色々な観点があるであろうが， ここで
は主として水文気象学的立場から次の 6つの気候区に分け，各々 1つづっの代表河川を選んだ
(図-1)。
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これらの各区の気候特性について概説すれば，次のとおりである。
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北海道の代表的区域であるが，概して日本海岸性気候に属する。代表の石狩川は大河川で
あり，流域構成も複雑で，支川流域ごとにやや特性を異にする。石狩川幹川上流部は大雪山を
中心とする高山岳の影響の下にあるが，空知川上流部の富良野地方とともに，概して盆地的気
候である。雨竜川流域は道内でも顕著な多雪地帯であり，幹川下流部の空知l地方も概して雪が
多い。
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2) 道北
三こではおよそ北見山脈より西の地方を考えると，概して日本海岸性気候で，雪もやや多
い方である。
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図-2 流域図(図の縮尺は各流域ごとに異なる)
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表一1 各河)!Iの形状および地形特性
"11 ，1" "t-I，":.流域間積!流路延長 1 1絞大高度 1平均高度|中(立高度M )!I 測 l} 所 ! lAe '9); LtLI1"- lAe iF(l 71&:t< I形状係数 JlxA，;)'.Jt_ I î~Y-'J ';;J'.Jt_ 1 
(km2) I (km) (m ¥ (m) (11) 
石狩川|石狩大橋 12，G97 泌7 I 州 j 川 o I 淵 :350 
天塩川|名寄大橋 1，719 I リ4 ()目17 l，55il ，37付 :l")( 
1ft別 I! : 1'，駒 1，402 I 106 0.12 1，893 I 4:)6 4:30 
綿 )!I I 鵡川河口 1ぷ泌 115 0.0日 1，347 406 4:30 
l'勝ハ1I茂 Ji'; il，277 i 153 0.35 2，141 428 ~lG5 
古I呂 )1 I ~ヒ見 1，394 j りil 0.30 1，759 I 497 5α) 
3) 道四(半島部)
u本海岸性気候でありヲ代表として選んだ尻汚Ij川流域は道内の故多当地滑である 0
4) 道南
太平洋岸i生気候で，道|付では比較的温暖であり，、n也は当が少ないが， IJ 1":)山脈寄りでは
やや多い。
、'，~
5) 道東・南
太平洋出性気候で，代表の十勝川流域は，寒冷ではあるが当は少ない0
6) 道東・北、
才ホーツグ海~I~性気候で，低温であるが当は少ない。
以上め各区を代表する各担川|において，図-1にがすとおり 1つづっ側水所を選んだが，こ
れらの各測水所より上流の各流域を示せば，図-2のとおりである。
これらの各流域の流域面積，流路延長その他の形状および地形特性を川せば，表 1のとお
りである。
各流域の地形を綜合的に示すものとして， !面積高度曲線を描けば，図-3となる。
この面積f議反曲線は， 20万分の li也)1予凶を用い，交点法によって求めたもので，格子総出l
隔は大流域(石狩)1，十勝)1)では 4km，他は 2kmとした。なお，交点数は 335(鶴)11)-808
(石狩)1)となった。
これらの面積両度曲線から，各流域の中(立l出立 (50%r'，五度)はそれぞれ求められる。この ~Il
位高度あるいは平均高度は，流域の融~t最盛期とある程度の相関性をもっ乙とが予想される。
次に，北海道の地質について，本研究でとりあげた流域に関係のある部分につき概説す
ゐ。注おこれについては， 北海道総合間売安員会事務};，jの編集iニ成る北海道地質凶出)会参考と
した。
北海道の屋根ともいうべき大釜山一帯から，石狩， 十勝および北見の国境付近の急峻な山
岳は主として安山岩であり，ややトーった!1O也は所によりAi英和I而おあるいはil:i~u，~が辿なって
いる(石狩川1， ト!後川，常白川の各上流)0 1高山脈はi生)pjの上に変成岩をもって民fRを形成
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図~3 流域の閏積高度曲線
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しているが， 日高側の山地および夕張山脈地方は中生日から第三紀回がつづいている(夕張川，
鵡)/1)。 天塩川 1:流の山地は安山岩につづ、いて古生!日および第三紀層が通なっている。 卜勝川
流域の丘|凌J也'l告は，第三紀層につづいて洪積層が広い|ま域に発注している。出別川は地域のri'
央に火山政出物より成る羊蹄山が存在するが，流域周辺の I吉\~、山岳は主として安山岩であり，
丘陵地J市は洪積層である。
1 
石符 JI! (品開士揖)
克
量
(m~"ç) 
尻則 JI (名前)
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なお，(ciJれの河川も{rJ]出付近の{岳地は沖積層であるが，その発達は石狩川において最も著
しく， 卜l惨川がこれしに次ぐ。
以上のように，流域により多少の差はあるが， これを概観すれば，高い山岳虫色情は何れも
土ムとして安山岩から成h やや卜ったところは古生層あるいは中生層から第三紀層がつづき，
丘陵地帯は洪積層であり，河岸に近い半垣地は沖積層で、ある。したがって，いま融雪出水の特
性を考えるにあたっては，流域による地質の差具は特に著しいものがみとめられないので，こ
れを無視することにした。
III. 融雪出水の記録
本研究においては，各代表河川の融雪出水の大局的傾向を把握することを主な目的とし
た。そこでこの方針に基づき，建設省河川局の編集による流量年表3)を資料とし，附和30年よ
り/lIJ42年に王る 1:3ヵ年の毎年3，4，5，6の4ヵ)jにおける毎日の流量をしらべた。
その全音1;を掲げることは，頁数の関係上不可能であるから，ここではおよそこの 13年間に
おけーる、|人均的傾向を示すとおもわれる昭和41年もしくは 42年の流量区|を代表例として掲げ，
図-4-aおよび図-4-bに示す。
なお，石狩}1，天塩川，尻jJIj川および鵡川iの4{可}1 (北海泊、のrtrうた山脈より凹側にあるも
の)は昭和42年， 1-)路川および常呂JIの2河川1(同じく東側にあるもの)は|昭和41年の流量凶
を川す。
r</.1ItC 
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図 4-b 融雪期の毎日流量凶
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IV. 融雪出水の特性についての考察
1. 融雪期流出量の月別分布
融当j拡!の 3，4， 5， 6各月の流出量の全年流出量に対する比率をとり， 13カ年の平均値に
よってその月別分布を示せば，表 2のとおりである。
表-2 融雪J1Jの毎月流出金と全年流出量との比ネ
.，" _"， ，K. 1 3 Jj 1 月 1 5 月 i li J 1 4， 5月の布lM )[1 1 抑j水所 ¥J .JJ -.1: ).J. ._， /.J .I.J 
(0/0) (0/0) (0/0) (%1) (0/0) 
石狩 )1 ;s U *-1itーム~0.8-iつ五 :l4，H
天凡"川|名寄大橋 5.H 2:3.1 15.H 5.9 :38.9 
)}f.別川|名 断u 1 4.8 20.1 20.0 (i.7 '10.1 
鵡 川|鵡川河口 4.8 2(Hi 1:3，2 6.7 :3，8 
十勝 )1 i茂 岩 5.2 12.5 12.:3 10.0 24.8 
'i;r t司 )1 1 ~ヒ }~ 13.4 
乙れによって見れば，融雪Hl水の最盛期は4月で 5月がこれに次ぎ 6月となれば大い
に減ずる。また 3月は最も少ない。なおう尻別川およびト勝川はう 4月と 5月との比率がほと
んど相等しい。
次に， 4， 5 r~J月流出量の全年流出量に対する比率は，最大 40.1 (尻別Jl l)~最小 24 ，8% (ト勝
) 11)であって，かなり大きな{i在で、あり， 融雪流出の重要性を示している。多宣言地帯の尻別川に
おいてこの値が大きいのは当然で、あり，天塩川もこれに次いで仙が大きい。十勝川の値が小さ
いのは，雪の少ない流域であることを反映している。
2 融雪出水の顕著なピークの生起頻度
融雪出水の顕著なピークは 4月上旬から 5月上旬-1-11台jへかけて，各七1)1回位生起する
ことが多い。また必らず降下認を伴なっているのが常である。なお， これについては，建設省河
川局:雨量年表4)によって確めた。 したがって，融雪出水の顕著なピークの生起頻度はヲ結局
この季節における降下町の頻度と密接な関連があると見なされる。
3. 融雪出水の最盛期
各河川の融当3出水の最盛期を各年ごとに匂JIjに見れば，表-3に;Gすとおりであり，その生
起凹数は表 3-aに示すとおりである。
これを見ると，河川|により多少の差異があるがフおよそ 4月下旬が最も多く 4月中旬が
これに次ぐ¥ただし尻別川は4月ド旬と 5月上:旬とが相匹敵して最も多く，鶴川および 1')協川
は， 4月中{i]と 5月 1'，旬とが相匹敵して， 4月下旬に次いで、いる。また常呂川は4月!こ1-1旬と 4月
卜‘1).1.:が(l/Jjir;内政し可 しか:1)これらのI，[，i1)に年Ilrしていお。なお，融勺最鴎期は 5月ri，/ri]支で
に終り， これより慌に及ぶものはない。
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表-3 各河川の日出三百 J設盛期
M JI "石狩 )1 天塩 )1 i J)l.別川 鵡 )1 十勝川li常呂川
Ile，和初年 1 4月jj下旬
4月下旬 4月中旬 i L(J1'I'旬
:31 下旬 4月下旬 5月1.:旬 5月 lニ旬 4月一F旬 4月'l'l:U
:l~ I 4 Jlごl'J 4月ー 卜勾 5月上告j 4月下旬 4月下旬 ![ )-J '1'1jJ 
l 
4月下旬 1[月 I、旬 4月下旬 4万一iご匂 4月ド旬
:14 4月 t:l'J 4月中旬 4月一ド旬 4月下旬 4月下旬 4月ドれ]
:15 5月上旬 5月 !二七J 5月と色J 5 )~ 1ニ令j 4月下旬 ;1 J -r1'Q 
:Hi 4汀'1"旬 4月"1合j 5月 l二旬 4月'-1"旬 4月中旬 4 )'1，[，旬
:37 4 n '1色J 4月'1"旬 4月ド色J 4月'1-旬 4月'1_合J 4 )cJ'1'11) 
町18 4月'1'句 4月"1'旬 4月中旬 4月
i↓iもj 4月下旬 4月，!'1iJ 
:39 4)'J 'IJ旬 4月'1-'台j 4月中旬 4月 I:{f) 4月上旬 4月'l'lU
40 5月!ド旬 5月中旬 5月中旬 5月'-1"旬 5月上旬 1 4月下旬
tH 4刀ト旬 4肝旬 4月下旬 5月|二旬 5月上旬 I :月下旬
8月 [二台J 4月 F旬 4月下旬 4月下旬 4月下旬 4月下旬
表 3-a 融当最m<r則の生起回数
いJ )1 石狩ハ|[天海川1I尻別川|鵡 川 -j 勝川|前日川
4 月 lニも'J 1 0 0 1 1 0 
4 }j '1' 旬 452 :3日 7
4 ):1 T- 旬 5 6 5 57 6 
5 月上旬 ~ 1 5 3 ~ 0 
5 Ji '1 旬 1 1 1 1 00 
5 月ド旬 o 0 0 0 0 0 
'!J校高度 (m) :350 i :350 4:lO I 制 I :365 I 酬
段深積雪 (cm) 102 111 186 35 60 73 
4月平均気温間 | 57 ! u 1 40 ( 54 | 56 l s() 
測候所 l岩見iJ( 1，名 1~' I倶知l安(鵡 )1 j i J.ム l北見
iI1i考 古主主従積当および 4月平均気温は 13年間の平均値
いま融当IJ'，水のii盛期と相山性のある要素を5t協同すれば， 1) 流域の，~5J_':L 2)積雪深， :3) 
Jι こオLらのものが考えられる。
jl;ず， 1)流域の高度については，平均的な高度の低いほど融雪山水の最盛期が早く起るは
ずであるが，流域の高度分社Iは面積尚!文曲線によって示され，綜fr的な指数としてはl十I位向山
または平均高度がある。また一般に流域の|雨積高度曲線を見ると，高い高度部分で、は曲線の!t_ij
{j~:I.!)~ ，/~r\であり、 '1'!む刈)交付近では(i([{jHヵいJ)るくヲナ!(J，r_).そのあたりの分{[if[ij杭が大であ乙こ
とが多い。したがって気詰lが次第に上昇して， この中位Jlj五度あたり、を中心とする比較的広い区
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J成に融雪を起す時期が融雪出水の最盛期となるものと考えられる。
2) 積雪深は日とともに変化し一定ではないが，結合的指数としては，その冬の最深積雪
泌が挙げられる。この値の大きいほど，融雪最盛期は遅れるであろう。
3) 気温もまた日ごとに変化するが，綜合的指数としては， 4月の平均気温が考えられよ
う。これが低いほど，融雪最盛期は遅れるであろう。
以上の観点から， 各河川について， これらの 3要素の指数値を， 表-3-aに記入して示し
た。このうち最深積雪および4月平均気温は，各河川流域の代表的測候所における値で，気象
協会北海道支部:北海道の気象5)その他6)，7)によったものである。。
表-3-aを見ると，中位高度および4月平均気温は， この場合各流域とも大差がないので，
その影響はあまり明らかではないが，最深積雪の影響は明瞭である。すなわち尻別川は最深積
雪が著しく大であり，他の要素と相侠って総合的に影響し，融雪最盛期が遅くなっているもの
と判断される。
4. 融雪期における各年最大日流量
各河川の各年融雪期の最大日流量とその生起日を示せば，表-4のとおりである。
表-4 各河川各年融雪期の最大日流量とその生起日
「勝川|市首川
演~水所 石狩大橋 名寄大橋名 駒鵡川河口 茂岩北見
昭和30年 (4-10) 3，448* (4-9) 846 (5-5) 82* (4-9) 241* (5-31) 819 (5-31) 92 
31 (4-18) 3，449* (4-18) 784ネ (4-17) 124* (4-16) 157本 (4-25) 783* (4-24) 95 
32 (4-26) 2，399 (4-20) 455* (5-21) 115* (4-26) 125 (4-9) 281 (4-9) 80 
33 (4-23) 2，942 (4-22) 670* (4-22) 99* (4-22) 277 ! (4-8) 647 (4-23) 120 
34 (4-6) 2，121* (4-6) 517斗 (4-24) 218* (4-24) 194* (4-24) 1，337* (4-24) 167ド
:15 (4-27) 2，170* (4-26) 643本 (4-27) 145* (4-27) 121 (3-14) 723* (4-22) 100 
36 (4-6) 2，507 (4-14) 427斗 (4-5) 118 (4-16) 128 (5-6) 635 (4-5) 121* 
37 (4-11) 3，096 (4-10) 777* (4-28) 205* (4-11) 328 (4-11) 896 (4-10) 255 
38 (4-18) 1，847斗 (4-16) 633* (4-17) 112* (4-18) 516* (4-18) 1，007* (4-17) 292* 
39 (4-2) 2，121ド (4-15) 328 (4-18) 360* (4-27) 823ネ (4-2) 637 (4-18) 83 
40 (5-9) 1，833 (5-8) 437斗 (5-10) 507 (4-17) 220 (5-9) 537 (4-27) 152 
41 山 351 山 (5-9) 1，268* (4-27) 198 
42 i (5-2)丸附 (4-21) 1，230 (6-7) 135* 
斗 向J |日| 数 7 11 11 6 5 4 
:f以z 大 f也 3，449 846 606 82:j 1，337 292 
最大1宜1km2当り
1
0.272 0.492 0.432 0.670 0.161 0.209 
備考: *印は当該年の最大日流量 (m3/sec)を表わす。
( )内の数字は最大日流量生起月日を表わす。
尻l]iJ川の狽IJ7K所は， H{c130~31 It倶知安， IIfl32~:38 は存茂別， 1f.l 39~42 は名駒である。
(238) 
北海道会河川の融三!¥'U'，水の特性について 869 
この表のうち，最大日流量に*印をつけたものは，その年の最大同流量でもあるが， 13年
間におけるその回数を同表中に示した。
これによって見れば，この回数の多いのは天;臨J1および尻別川で，何れも 111互lに達してい
る。回数の少ないのは，常日JI， 十勝川であり，石狩J/1，鵡川は中間に位する。回数の多いの
は多雪地の河川であり， 少ないのは少雪地の河川である。試みに各河川の 13年間における融
雪期の最大日流量をとり，その流域面積 1km2当りの比流量をとれば，f可表中に示すとおりで，
多雪地の河川ではこの値が大きく， k印の回数の多いこととよく対応している。 ただし，鵡川
は一見して比流量の点で異例な傾向を示しているようであるが，代表測候所の鵡川は少雪地で
あるが流域内山地寄りはかなり多雪であるのと，偶々この表の最大日流量は異常な豪雨によっ
て起ったためで、ある。
5. 根雪終了白と積雪深との関係
代表的測候所における根雪終了日は，融雪出水の解析ならびに諸事象を考えるとにおいて
ひとつの重要事項であるが，これと最も関連の深い要素としては，積雪深が考えられる。その
代表的指数としては，その冬の最大積雪深が挙げられるであろう。いま試みに， 13年間におけ
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図-5 根告終了円と最深積雪との関係
(239) 
月
@ 。
. " 
日70 i立 F不TJI.時Tn"] 聡
る各地の根雪終了円と最深積雪との関係を示せ~í，図-5 となる。これを見ると何れも直線悶係
で，かなりの相関性がみとめられる。
V. 結び
北海道の各気候1>(を代表する河川を選び，融雪IH水の特性について検討した結果，次の品Ii
論を得た。
1) 北海道河川の融雪lH水の最盛期はおよそ 4月で， 5月がこれに次ぐものが多い。また，
4， 5 両月流出量の全年流出量に対する比率は 13 ヵ年平均で最大 40.1~最小 24.8% の í~~Ij ~f{で、
あり，多雪地帯の河川において大きな佑を示す。
2) 融雪 It\水の顕著なピーケは 4 月 H~Jから 5 月上旬~中旬へかけて，各旬 1 問位件、起
することが多く，また常に降雨を伴なう。
3) 融雪出水の最盛期を旬万1)に見れば 4月下旬が最も多く 4月中旬がこれに次く¥し
かし多雪地の河川では 5月上旬が最躍期となることも 4月下1i)Iこ匹敵して起る。すなわち，
多雪地では融雪最盛期が遅れる傾向がある。
4) 北海道の河川では，融雪崩の最大 LI流量が，その年聞の最大rJ流民となることが多く，
この点でも融雪出水の重要性を示している。そしてその|百l数の特に多いのは，天塩川，尻別川
であり，少ないのは常日川，十勝川[で，石狩JIl，鵡川は中間に位する。回数の多いのは多雪地
の河川であり，比流量も大である。
日) 測候所におけ、る根雪終了 1は，その冬の深積雪とかなりの:fl閑性がみとめられるの
なお，本研究は北海道河川の融雪/1\水の大休の似 I~D を気候 1;<':])1) には 11\すことな主眼とした
ものであって，さらに詳細な検討は今後の研究に侠たねばならないとこλである。
なお， イ三研究を行なうに;14っては，支部省科学初i究費の同i似jを受けたことを什}記しタ ここ
に謝立を表すあ。 (n71和47年5凡2011受JII!)
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